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消防団消防団

１
消
防
団
と
は
何
か

４・５月
入退団辞令交付式、新入団員訓練
春の火災予防運動、定例消防訓練

６・７月
富良野地区分会消防総合訓練大会
定例消防訓練

８・９月
占冠村防災訓練協力、しむかっぷ消防フェスタ
消防団員現地教育訓練、定例消防訓練

10・11月
占冠消防秋季演習
秋の火災予防運動、定例消防訓練

12・１月 出初式、定例消防訓練

２・３月 定例消防訓練

自らの地域を自らで守る自らの地域を自らで守る
『ヒーロー』 になりましょう『ヒーロー』 になりましょう

～災害から村を守る～～災害から村を守る～

２
占
冠
消
防
団
の
組
織
体
制

４
消
防
団
長
か
ら
の
挨
拶

消
防
団
は
「
自
ら
の
地
域
は

自
ら
で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛

護
精
神
に
基
づ
き
、
住
民
有
志

に
よ
り
結
成
さ
れ
た
市
町
村
の

消
防
機
関
で
す
。
全
国
で
は
、

約
82
万
人
が
消
防
団
員
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。

昭
和
27
年
当
時
、
全
国
で
は

２
０
０
万
人
以
上
の
団
員
数
で

し
た
が
、
平
成
２
年
に
は
１
０

０
万
人
を
割
り
込
み
全
国
的
に

減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

占
冠
消
防
団
も
例
外
で
は
な

く
、
定
員
50
人
に
対
し
て
、
定

員
割
れ
が
こ
こ
数
十
年
継
続
し

て
い
ま
す
。
平
成
29
年
４
月
に

は
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を

広
く
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
女

性
消
防
団
員
入
団
等
の
定
員
補

充
策
を
と
お
し
て
、
消
防
団
活

動
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

現
在
実
員
44
人
の
消
防
団
員

が
、
村
内
の
消
防
防
災
の
中
核

と
し
て
、
従
来
か
ら
の
任
務
で

あ
る
消
火
活
動
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
防
火
指
導
を
兼
ね
た
高

齢
者
住
宅
へ
の
戸
別
訪
問
、
救

急
支
援(

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
警
戒

)

、
月
例
訓
練
等
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
災
害

発
生
時
に
地
域
密
着
性
、
要
員

動
員
力
お
よ
び
即
時
対
応
力
が

５
入
団
し
た
い
方
へ

消
防
団
と
は
、
普
段
は
そ
れ

ぞ
れ
の
仕
事
を
も
っ
て
お
り
、

災
害
発
生
時
に
出
動
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
火
災
の
消
火
活

動
や
災
害
防
ぎ
ょ
活
動
だ
け
で

な
く
、
災
害
発
生
時
の
避
難
誘

導
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
ラ
ン
デ

ブ
ー
ポ
イ
ン
ト(

ヘ
リ
の
着
陸

地
点)

警
戒
・
誘
導
な
ど
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
占
冠
村
に
は
、
38
人
の

男
性
消
防
団
員
と
６
人
の
女
性

消
防
団
員
の
計
44
人
が
在
団

し
、
月
１
回
の
定
例
訓
練
の
ほ

か
、
年
初
め
に
行
わ
れ
る
「
出

初
式
」
等
の
行
事
へ
参
加
し
て

い
ま
す
。

占
冠
消
防
団
の
特
徴
は
、
富

良
野
広
域
連
合
管
内
の
消
防
団

で
最
初
に
女
性
消
防
団
員
が
入

団
し
た
こ
と
で
す
。
現
場
活
動

は
も
ち
ろ
ん
、
避
難
所
に
避
難

さ
れ
て
き
た
方
々
の
心
の
ケ
ア

な
ど
女
性
な
ら
で
は
の
き
め
細

や
か
な
対
応
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
火
災
予
防
の
一
環
と
し
て

高
齢
者
宅
の
防
火
訪
問
な
ど
村

内
の
住
宅
火
災
予
防
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

占
冠
消
防
団
は
現
在
、
占
冠

中
央
の
第
１
分
団
、
ト
マ
ム
地

区
の
第
２
分
団
を
配
置
し
て
い

ま
す
。

第
２
分
団
に
は
職
員
が
い
な

い
た
め
、
分
団
委
託
団
員
を
中

心
に
、
ト
マ
ム
地
区
内
で
の
災

害
や
救
急
で
の
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

警
戒
な
ど
に
出
動
し
て
い
ま

す
。
占
冠
中
央
で
の
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
誘
導
は
基
本
的
に
は
職
員

が
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
人
員

不
足
の
場
合
は
団
員
を
招
集

し
、
現
場
に
出
動
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
消
防
活
動
の
効
率

あ
る
消
防
団
に
よ
る
避
難
誘
導

や
災
害
防
ぎ
ょ
活
動
に
繋
が
る

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
全
国

的
に
消
防
団
員
数
が
減
少
を
続

け
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
消

防
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
占
冠
消
防
団
は
、
よ

り
一
層
消
防
団
員
の
確
保
に
向

け
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

今
後
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

村
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

今
特
集
で
は
消
防
団
の
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

消
防
団
は
地
域
の
方
々
に
と

っ
て
地
域
防
災
の
要
と
な
る
存

在
で
す
。
「
住
民
の
た
め
に
少

し
で
も
力
に
な
り
た
い
」
な
ど

の
気
持
ち
を
も
っ
て
い
る
方
、

少
し
で
も
興
味
が
湧
い
て
き
た

方
な
ど
、
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

出初式の様子出初式の様子

３
主
な
年
間
行
事

化
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
に
根

ざ
し
た
消
防
体
制
を
作
っ
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
第
１
分
団
も
同
様
に
、

災
害
活
動
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
警

戒
な
ど
を
行
い
、
専
門
的
な
知

識
・
技
術
を
持
つ
消
防
職
員
を

支
え
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

消
防
職
員
と
消
防
団
員
が
一

体
と
な
っ
て
、
村
内
で
発
生
、

ま
た
は
発
生
の
恐
れ
の
あ
る
災

害
に
対
応
す
る
消
防
体
制
を
構

築
し
て
い
ま
す
。

富
良
野
広
域
連
合

富
良
野
消
防
署
占
冠
支
署
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消
防
係　

水
越
・
工
藤
・
谷
口

占
冠
消
防
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

を
使
っ
て
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

ま
す
。
職
員
や
団
員
の
訓
練
の
様

子
だ
け
で
な
く
、
表
彰
、
救
急
月

報
、
占
冠
消
防
ク
イ
ズ
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
投
稿
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
ま
す
！

ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ

さ
い
！

「
占
冠
消
防
」
で
検
索
！
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